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平成25年7月31日

仙 台 市

第８回

仙台市小学生交通環境学習推進委員会

資料 ①

＜これまでの取り組みについて＞

2
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１ 取り組みの背景・目的

4

はじめに

そのような中で、一人ひとりの移動や地域の交通に着目すると･･･

 自動車は行きたいところにいつでも気軽に、かつ快適に移動できる素晴らしい乗り

物である一方、大気汚染や地球温暖化などの環境問題、慢性的な交通渋滞、公共

交通機関の衰退など、様々な問題の一つの原因となっている。

 これらの問題を解決するためには、市民一人ひとりが交通と環境との関わりを認

識・理解し、移動や市全体の交通のあり方を、工夫を重ねながらよりよいものに改

善していく必要がある。

▲仙台市の将来推計人口と高齢化率※

※出典1：国勢調査(H22まで)
※出典2：社会保障・人口問題研究所による推計値(H27～)

 人口減少時代の到来、急速な高齢化の進

展が見込まれる中、仙台市では持続的発展

と暮らしやすさの確保を目指し、高齢者を含

む交通弱者の交通手段となる公共交通の

利便性向上を図り、賑わいのあるまちを市

民とともに創ることを目指している。
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H47には高齢化率は31%
(H22より約10万人増加)
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小学生が交通と環境について学ぶ機会を創出し、環境のため、望ましい交通社会を

実現するための知識・能力・意識を高め、過度にクルマに依存せずに公共交通を利用

できるようにする。将来的に公共交通を利用する意識を持った人を育てることで、自家

用車による環境負荷を軽減することを狙いとする。また将来的には本市が暮らしやすく

持続的に発展が可能な都市へと転換していくために重要な役割を担う。

公共交通離れの進行公共交通離れの進行

乗車習慣の低下乗車習慣の低下

環境意識の醸成と公共交通利用の促進環境意識の醸成と公共交通利用の促進

・クルマ社会の進展で親世代の公共交通離れが加速
・公共交通利用経験が無い子も増加 （クルマが当たり前）

地球環境問題の顕在化地球環境問題の顕在化
・二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量増加によって、
地球温暖化が進行

・国内の二酸化炭素排出量のうち、運輸部門は20%、
その50%が自家用自動車（H22）

小学生に向けた取り組みの背景

・市バスの利用者はピーク時の約36%に減少
（市交通局の１日平均のバス乗降者数：110千人（H23年度）※ピーク時305千人（S55年度））

▲部門別二酸化炭素排出量(H22)※

※出典：環境省HP

運輸部門

19.5%

業務その

他部門

18.2%

家庭部門

14.4%

産業部門

35.4%

その他

12.5%
自家用車

50.4%

自家用貨

物車16.9%

営業用貨

物車17.3%

その他

15.4%

6

２ これまでの経緯
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取り組みの経緯

仙台市小学生交通環境学習推進委員会の設置

H16
~

H21

低学年低学年 中学年中学年 高学年高学年

路線バス乗車体験（低学年）

H22

お出かけ調べ教室
路線バスで、バス営業所・CNGガス
ステーションなどへ見学

※ 実施実績：延べ56校 ※ 実施実績：2校（H20・21年度）

○国語、生活科
○事前授業 ＋ 乗車移動
※ 2校で実施

○社会科
○事前学習 ＋ 乗車移動
※ 1校で実施

○総合的な学習
○事前学習 ＋ 乗車移動
※ 1校で実施

○生活科
○事前授業 ＋ 乗車移動
※ 2校で実施

<教材活用> <乗車体験> <模擬乗車> <切符購入>

＜整備見学＞ ＜発表状況＞＜学習状況＞

○生活科、道徳 ※ 2校実施
○事前授業 ＋ 乗車移動

○理科、総合的な学習 ※ 2校実施
○事前学習 + 乗車移動
○事前学習+乗車移動+事後学習

○社会科、国語 ※ 2校実施
○事前学習 ＋ 乗車移動
○事前学習 ＋ パネル討論

H23

H24

H24
年度末

○交通環境学習実施校募集に関する広報活動 ○交通環境学習実施に関する情報公開
■案内チラシの市内小学校への配布 ■仙台市公共交通推進課HPに情報を掲載
■募集について小学校校長会で案内 http://www.city.sendai.jp/sumiyoi/kotsu/smart/1195111_1593.html

8

取り組みの経緯
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・ 参加した小学生は楽しみながら学習することができた。

・ 乗車するという体験を通して、理解が深まった。

・ 親子のコミュニケーションの非常に良い機会となった。

・ DVD等で事前学習することで、より理解を深めるのではないか。

小学校からの意見小学校からの意見

課 題課 題

・ 多くの学校から参加希望があったが、実施できる学校が限られていた。

・ 実施が単発的であり、複数年に渡って継続的な事業になっていない。

・ 先生以外からの説明が、小学生に理解されにくい。

・ 環境面の説明が不足していた。

・ 小学校の先生方も、交通と環境に関する知識や理解を深めてもらう必要がある。

広範囲に継続的に進めていくため、公共交通だけではなく、

環境教育と連携して小学校教育の一環として取り組める枠組みを検討

「小学生交通環境学習推進委員会」設置「小学生交通環境学習推進委員会」設置

委員会設置の経緯
（H16～H21の取組みより）

10

３ 交通環境学習取り組みの方針
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教育現場では・・・・・・

○新学習指導要領の実施（平成23年度）

○学習内容の多様化

○教職員の事務作業の増加

交通環境学習の実施検討方針

交通環境学習を各校の授業計画の中に

“取り組みやすく、効果的に”
に組み込み、既存の授業内容にプラスする。

⇒継続的かつ広範に取り組みやすくなる

⇒実効性の高いプログラムとして取り組んでいく

12

取り組みの目標

• 全体目標と、3段階の学年に応じた目標を設定

学
習
内
容

学 年

段階に応じた
学習目標の設定

【全体の学習目標】
公共交通を交通手段の
一つとして考えられる

低学年
（１・2年）

公共交通を
身近に感じる

中学年
（3・4年）

公共交通で
おでかけが

出来る

高学年
（5・6年）

公共交通を
賢く使える

６年間を通じた
学習の一貫性
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取り組みの体制

実施体制

仙台市小学生
交通環境学習
推進委員会

低学年 中学年 高学年 交通環境学習

の実践

事務局（公共交通推進課）

作 業 部 会

委員会の役割

学習の実施方針の策定
学習内容の策定
学習教材の策定

普及に向けての検討

委員会の役割

学習の実施方針の策定
学習内容の策定
学習教材の策定

普及に向けての検討

作業部会の役割

６年間を通じた学習内容の検討
学習教材の作成

＜構成員＞
・学識者

・小学校教員
・事務局

作業部会の役割

６年間を通じた学習内容の検討
学習教材の作成

＜構成員＞
・学識者

・小学校教員
・事務局

支
援

交通エコロジー・
モビリティ財団

14

各学年の学習目標と学習内容

学習目標

低 学 年低 学 年 中 学 年中 学 年 高 学 年高 学 年

公共交通を
身近に感じる

公共交通に親しみながら、
公共交通に乗れるようになる

学習内容

・色々な交通手段を知る

・公共交通を知る

・乗り方、降り方を学ぶ

・公共交通利用マナーを知る

・公共交通の利用は、環境に
もよいことを知る

公共交通で
おでかけができる

公共交通を使い、目的の
場所まで行けるようになる

公共交通を
賢く使える

ケースに合わせ、交通手段
を賢く選択できるようになる

・公共交通でのおでかけ

◇目的地までの行き方
を調べる

◇時刻、運賃等を調べる

◇実践する

・公共交通とまちづくりの
関係を知る

・公共交通と環境の
関係を知る

・色々な交通手段のそれ
ぞれの長所、短所を知る

◇環境面

◇時間面

◇安全面

◇経費面

◇健康面 等

・公共交通の役割を知る

・交通手段の選び方を考える
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目指す交通環境学習のイメージ

＜仙台市小学生交通環境学習推進委員会＞

交通環境の学習内容・学習教材を検討
モデル授業

＜交通環境学習の教材群＞

学習計画（案）

バスノート模擬料金箱

電子教材指導の手引き

環境紙芝居

＜小学校＞

学習教材・学習計画（案）を参考に、
それぞれの授業計画により交通環境学習を実施

〔小学校の利点〕

• 学年、小学校、地域に応じてフレキ
シブルに授業が可能

〔先生方の利点〕

• 既存授業計画の枠組みで実施可能

• 授業準備時間の短縮

模擬料金箱環境紙芝居 授業計画

16

４ 授業の実施例

《授業のパッケージ》
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平成24年度の実施小学校

H24実施校

広瀬小2年の取り組み概要

概 要

モデル校/学年 広瀬小学校 / 2年生

取り組みの目標 ●バスとはどんなものか、バスの乗り方降り方、マナーについて
学ぶことで、バスをより身近に感じられるようになる

●模擬乗車体験を通し、乗車から降車まで学習する。
●バスが環境に良い乗り物であることを知る
●校外学習のカリキュラムにあわせ、実際にバスに乗り、学ん
だことを実践する

使用教材
(仙台市より提供)

①バスノート(PPT形式)
②模擬運賃箱(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン
・バス(路線バス貸切り)

実施教科 生活科

学習のタイプ 実践学習

標準時数 2(+校外学習2校時)

18
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学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

STEP1：バスの乗り方降り方とマナー(事前
学習①)

(1校時)
・教材①「バスノート」を使用し、バスの乗り方や

降り方、乗車中のマナーについて知る

・模擬運賃箱を使って、バス料金の払い方をイ
メージする

・CNGバス等、バスの環境にやさしい工夫等を
知る

STEP3：校外学習
(2校時)

・実際に走っている
路線バスに乗ってみ
ることで、学んだこと

を実践する

学習の構成および教材
STEP2：バスの乗り方と降り方
(シミュレーション)(事前学習②)

(1校時)
・実際のバスを貸切り、校庭にて乗
車から降車までの流れをシミュレー

ションする
(・バスの運転手さんに、インタ

ビュー形式でお仕事について等の
質問をする)

教材①「バスノート」 教材②「模擬運賃箱」

19

①バスの乗り方、
降り方を知る

事前学習（平成24年9月3日）

②バスの車内マナー
を考える

③バスについて知る

④教室内でバスの模擬乗車体験
・運賃箱のお金を入れる場所を確認
・バスのマナーを代表児童で練習

⑤校庭で実際のバスで乗降練習

モデル授業の実施状況 ①

20
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校外学習（平成24年9月7日）

②路線バス乗車
（広瀬小学校前→愛子駅前）

③広瀬図書館へ移動、見学

①小学校からバス停へ移動 ④愛子駅へ移動、見学

⑤路線バス乗車
（愛子駅前→広瀬小学校前）

⑥バス停から小学校へ移動

モデル授業の実施状況 ②

21

鶴巻小2年の取り組み概要
概 要

モデル校/学年 鶴巻小学校 / 2年生

取り組みの目標 ●バスの乗り方降り方、マナーについて学ぶことで、バスをより
身近に感じられるようになる

●校外学習のカリキュラムにあわせ、実際にバスに乗り、学ん
だことを実践する

●地球温暖化と交通には関係があることを知り、バス利用が環
境を守る事にもつながることを知る

使用教材
(仙台市より提供)

①バスノート(PPT形式)
②模擬運賃箱(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製)
③シロクマたちを助けよう(仙台市からは動物たちが困っている
写真のみ提供)(PPT形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン
・教材③の作成、写真の加工等(PPT形式)
・模擬発券機(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製)

実施教科 生活科、道徳

学習のタイプ 実践学習、座学

標準時数 2(+校外学習) 22



12

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

STEP1：バスの乗り方降り方とマナー(事
前学習①)

(1校時)
・教材①「バスノート」を使用し、バスの乗り方
や降り方、乗車中のマナーについて知る

・模擬運賃箱・模擬発券機を使って、バスに
乗るところから、降りるまでを学習する

STEP3：校外学習
(2校時)

・バスにのって校外
学習に出かける

・乗車券を実際に取
り、模擬のお金と一
緒に運賃箱へ入れ

る(貸切バス)

学習の構成および教材
STEP2：シロクマたちをたすけ

よう (事前学習②)
(1校時)

・温暖化により困っている動物たち
を助けるためには何ができるかを

考える
・バス(公共交通)を利用することで

も、動物たちを助けることに貢献で
きることを知る

教材①「バスノート」 教材②「模擬運賃箱」
教材③「シロクマたちをたすけよう」
（仙台市からは写真のみ提供）

23

①バスの乗り方、降り方を知る

事前学習①（11月13日）

③道徳「シロクマたちをたすけよう」
・排気ガスと温暖化の関係の確認

・バス利用が温暖化抑制・シロクマたち
を助けることに繋がると知る

②教室内でバスの模擬乗車体験
・整理券の取り方を確認

・運賃箱のお金を入れる場所を確認

モデル授業の実施状況 ①
事前学習②（11月16日）

24
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モデル授業の実施状況②

②バスに乗降、乗車券を取る

校外学習（11月28日）

①小学校を出発 ③車内の様子

④到着・降車

25

茂庭台小3年の取り組み概要
概 要

モデル校/学年 茂庭台小学校 / 3年生

取り組みの目標 ●バスの乗り方降り方、マナーに加え、地下鉄の乗り方降り方・
マナーについて学ぶ

●校外学習のカリキュラムにあわせ、バス・地下鉄に乗り、学ん
だことを実践する

●交通と地球温暖化の関係を学び、大人数の移動の際は公共
交通の方が、地球にやさしいことを知る

使用教材
(①～③仙台市よ
り提供
④⑤：MELONさん
より提供・貸与)

①バスノート(PPT形式)
②地下鉄にのってでかけよう(PPT形式)
③模擬乗車セット(模擬券売機・模擬改札機)(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製作)
④交通と地球温暖化(MELONさん作成)(PPT形式)
⑤エネルギーバッグ(MELONさん保有)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン

実施教科 総合的な学習

学習のタイプ 実践学習

標準時数 3(事前学習)+校外学習1日+2(事後学習) 26
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学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
等
よ
り
提
供)

STEP1：地下鉄の乗り方降り
方とマナー(事前学習①)

(1校時)
・教材②「地下鉄に乗ってでかけ
よう」を用いて地下鉄の乗り方や
マナー（優先席について特に学

習）を知る
・先生の寸劇を見て、地下鉄マ
ナーの間違いを指摘することで、

考えながら学ぶ

STEP4：交通と地球温暖化(事後
学習)(外部講師：MELONさん)

(2校時)
・交通と地球温暖化の関係、バスと自
家用車の温暖化への影響の違いを学

ぶ
・エネルギーバッグを用い重さを比べ
ることで、バスと自家用車の二酸化炭

素排出量の差を体感する

学習の構成および教材
STEP2：バスの乗り方降
り方とマナー(事前学習

②)
(1校時)

・教材①「バスノート」を用い
て学習

・新たにバス料金表の見方、
子供料金について知る

教材②「地下鉄に乗ってでかけよう」 教材①「バスノート」

S
T
E
P

3
：
校
外
学
習

教材④「交通と地球温暖化」

教材⑤「エネルギーバッグ」

27

・寸劇を通してのマナー学習 ・料金表の見方の学習

事前学習①②(平成24年9月27日）

・模擬券売機・模擬改札機を用いての室内乗車体験

①地下鉄の乗り方・降り方・マナーについて学ぶ ②バスの乗り方・降り方・
マナーについて学ぶ

モデル授業の実施状況①

28
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校外学習（平成24年10月3日）

②バス（学校専用※1）乗車
(茂庭台5丁目→仙台駅前)

③仙台駅にて地下鉄に乗り換え
(仙台駅→旭ヶ丘駅)

①小学校からバス停へ移動

④仙台市科学館にて見学、理科の実験

⑤バス（学校専用※2）にて小学校へ移動

モデル授業の実施状況②

※1：「続行便」（路線バスと同様）に乗車、個々にバス代を支払う ※2：「臨時便」に乗車、個々のバス代の支払いはない 29

外部講師(MELONさん)による事後学習（平成24年10月23日）

①地球温暖化と交通、バス利用が温暖化対策になりうることを学習。

②エネルギーバッグを用いて、60人で移動した場合のバスとクルマの二酸化炭素
排出量の違いを重さで体感。

モデル授業の実施状況③

30
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鶴巻小4年の取り組み概要

概要

モデル校/学年 鶴巻小学校 / 4年生

取り組みの目標 ●公共交通とは何かを知る。
●公共交通と自家用車を比べた時に、良い点、よくない点は何
かを考える。

●みんなが公共交通を利用することで、排気ガスを減らせたり、
渋滞の緩和等に繋がることを知る。

●バスの時刻の調べ方を知る。

使用教材
(仙台市より提供)

①公共交通について(PPT形式)
②紙芝居
③バスの時刻調べ(テキスト)(配布用：word、説明用：PPT形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

テレビ、パソコン(インターネット環境)

実施教科 総合的な学習

学習のタイプ 実践学習

標準時数 2(+校外学習分)

31

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

教材③「バスの時刻調べ」

STEP2：時刻調べ (事前学習②)
(1校時)

・パソコン(仙台市交通局のHP)を
使った、バスの時刻の調べ方を学

ぶ

・自分でバスの時刻を調べられる
ようになる

校
外
学
習

STEP1：公共交通とは（事前授業①）
(1校時)

・公共交通とは何かを知る

・公共交通と、自家用車の良いところ・良くないところを
考え発表し合う

・紙芝居を見て、公共交通は自家用車よりも環境にやさ
しいということを知る

学習の構成および教材

教材①「公共交通とは」 教材②「紙芝居」
 

 

32
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事前学習①（11月28日）

モデル授業の実施状況①

●公共交通と自家用車の違いを考える

33

モデル授業の実施状況②

校外学習（12月12日）

●バス停にてバスに乗車●パソコンでのバスの時刻の調べ方を知る

事前学習②（12月5日）

34
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台原小5年の取り組み概要

概要

モデル校/学年 台原小学校 / 5年生

取り組みの目標 ●校外学習(社会科見学等)のカリキュラムにあわせ、市内の公
共交通を利用。その経路・時刻の調べ方を知る。

●自家用車と公共交通を利用した場合の二酸化炭素排出量の
違いを知り、交通・二酸化炭素・温暖化の関係を理解する。

使用教材
(仙台市より提供)

①バスの時刻調べ(テキスト)(配布用：word、説明用：PPT形式)
②バスの時刻調べ(worksheet)(word形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

テレビ、パソコン(インターネット環境)

実施教科 社会科

学習のタイプ 実践学習

標準時数 4(+校外学習分)

35

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

教材①「バスの時刻調べ(テキスト)」

STEP2：時刻調
べ (事前学習①)

(1校時)
・パソコン(仙台
市交通局のHP)
を使った、バスの
経路・時刻の調
べ方を学ぶ

STEP3：時刻調べ(事前学習②)
(1校時)

・実際の行程に合わせて、バスの経路・時刻を
調べ、行動計画を作成する

・簡便的な計算を用い、今回の課外学習にお
いて自動車を使った場合と、バスを使った場
合の二酸化炭素排出量を試算し、比較する

・巻末のコラムを読んで、二酸化炭素の排出と
環境(温暖化)について知る

校
外
学
習

STEP4：総
括(1校時)
・校外学習
をもとに新
聞を作成す

る。

学習の構成および教材

教材②「バスの時刻調べ(worksheet)」

STEP1：
行程計画
(1校時)

・校外学習
の行程を
班ごとに作

成

36
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事前学習①（11月16日）

班の行動計画にあわせ、バスの経路・
時刻を調べる

モデル授業の実施状況①
事前学習②（11月22日）

バスの経路・時刻の調べ方を学ぶ

37

モデル授業の実施状況②

校外学習（11月30日）

①学校を出発

②地下鉄に乗車

③各目的地に向け乗り換え
・市営バス

・るーぷる仙台

38
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虹の丘小5年の取り組み概要

概要

モデル校/学年 虹の丘小学校 / 5年生

取り組みの目標 ●公共交通と、自家用車の現状・違いを知り、根拠を明確にして
公共交通の必要性について考える

●パネル討論会を通して自分の考えの深まり、変化を確認すると
ともに、環境面、社会貢献面から見た、公共交通のメリット・デメ
リットを理解する

使用教材
(仙台市より提供)

①公共交通とは(PPT形式)
②市営バス、市営地下鉄の統計データ(PPT形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン
・教材②を加工、取捨選択等したもの

(説明用：グラフの加工、PPT上での見栄えの調整等)
(討論用：児童がプレゼン時に使いやすいよう各々PPT上で加

工)

実施教科 国語

学習のタイプ 討論学習

標準時数 5 39

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

教材①「公共交通とは」

STEP1：導入
(1時間)

・パネル討論会
とは何か知る

パネルディスカッ
ションの進め方
について知る

STEP2：公共交通とは(事前学習)
(1時間)

・パネル討論会テーマとなる公共交通
とは何か、公共交通の現状について

知る

・教材の内容をヒントに、公共交通の
必要性について自分の考えを持つ

STEP3：討論会
(準備+討論会2回=3時間)

・公共交通必要派(理由によって複数班)と不

要派に分かれ、各班の主張に応じ、必要な
データを用いて討論会を行う

・必要派の理由の中で「環境面」や「交通弱者
への配慮」等公共交通が果たす役割について

学ぶ

学習の構成および教材

市営バスの年間乗車人数

※昭和59年度以降には敬老乗車証に係る分を含む。

平成5年度以降にはふれあい乗車証に係る分を含む。
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（百万人）

出典：仙台市交通局

わり あい

市営バスの運営費の割合
※平成23年度

出典：仙台市交通局

運賃収入

71%

仙台市の

補助金

（税金）

29%

ほ じょ きん

教材②「市バスに関するデータ」

40
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事前学習（11月20日）

①バス不要派の発表

モデル授業の実施状況 ①
討論会（前半）（11月28日）

①公共交通とは何かを知る

②公共交通の現状(利用者数・運行本
数等)を知る

②高齢者のためにバスは必要派の発表

41

モデル授業の実施状況②

討論会（後半）（11月30日）

①前回までのおさらい

②バス不要派の発表

③身体の不自由な人のために必要派の発表

④車や免許のない人のために必要派の発表

⑤排気ガスを減らすために必要派の発表

42
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43

５ 効果検証結果（平成24年度）

44

効果検証結果（平成24年度）

公共交通を使おうとする考えが芽生えはじめる

※小学校モデル授業実施校の児童アンケート結果（N=210)

公共交通を家族との外出時に使おうと思いますか？
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45

効果検証結果（平成24年度）

環境への意識と公共交通が結びつきはじめる

※小学校モデル授業実施校の児童アンケート結果（N=210)

公共交通を使おうと思う理由は何ですか？

46

効果検証結果（平成24年度）

公共交通に対するイメージが変わりはじめる

※小学校モデル授業実施校の児童アンケート結果（N=210)

バスや地下鉄はクルマより不便だと思いますか？
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47

効果検証結果（平成24年度）

児童の学習が家庭（保護者）にも波及する

学習後に家庭で話した内容は？

※小学校モデル授業実施校の保護者アンケート結果（N=121)

公共交通の利用は増えますか？

増える
9％

変わらない
57％

少し増える
33％
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1

平成25年7月31日

仙 台 市

第８回

仙台市小学生交通環境学習推進委員会

資料 ②

＜平成25年度の取り組み（予定）＞

2

第７回委員会の意見と対応 （H25.3.21開催）

平成24年度に得た課題 対応方針 平成25年度の取り組み

学
習
内
容

 環境面の取り組み内容が見えにく
い

 取り組み内容を盛り込んだ教材
へ修正

 教材を使うことで学年毎の効果が得られるか検証
低・・・環境問題について考えるきっかけを作る。
中・・・公共交通が環境にやさしいことを知る。
高・・・環境に対する問題意識を持つ。

 学年単位の一様な目標や内容の
決定は難しい

 公共交通が身近ではなく、興味を
持てない地域・児童も存在

 学習内容・計画・教材が選択可
能であることが基本

 MMの観点に基づく目標とステップも示し、学校や教
師の選択自由度がある構成で手引きを作成

 これまでの学習取り組み効果が判る手引きを作成

学
習
計
画

 年度途中の学習計画（特に校外学
習）の変更は難しい

 翌年度以降の取り組みを想定し
た周知広報の展開

 平成25年度中に学校や校長会への広報（平成26年
度取り組み）を実施

 広報のあり方について、平成25年度広報内容に関す
る学校長や教師へのアンケートを実施

 校外学習（路線バス利用）の準備
手順が不明

 教師の負担の軽減  校外学習のためのバス選択や手配に関するマニュア
ルの作成

教
材

 教員による教材の取捨選択や個別
に部分加工の要望がある

 学習内容・計画・教材は選択可
能であることが基本（再掲）

 MMの観点に基づく目標とステップも示し、学校や教
師の選択自由度がある構成で手引きを作成（再掲）

 模擬運賃箱等、模擬乗車教材は好
評で活用効果が高く、需要の増加
が予想される

 使い方等の対応を検討  模擬乗車教材の取り扱い（提供元、作り方等）手引き
に明記

事
業
展
開

 仙台市関係部局間の周知や認識
の共有化

 仙台市交通局以外の交通事業者
（宮城交通、JR東日本等)や公共施

設、企業等の連携が必要

 周知や認識共有の方針の統一  行政や関係機関などが参加する既存の組織、会議、
委員会等に対する情報の提供で横断的な取り組み
展開を準備

 交通環境学習への取り組みに関す
る効果的な広報が必要

 広報のあり方を検討  マスコミの活用（例えば授業風景等のニュース発信）
 小学校の教師向けの広報
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平成2６年度以降 広範囲で継続的な交通環境学習の実施へ

・学習教材（案）、学習内容（案）の検討

・授業の実施

・学習教材・指導の手引き・学習内容の確定

・授業の実施

・全市的な普及・継続的な取り組みへ向けての方策検討

・学習教材・指導の手引き・学習内容(案)の策定

・授業の実施

H22・23年度

H25年度

H24年度

低 学 年低 学 年 中 学 年中 学 年 高 学 年高 学 年

全体スケジュール

4

平成25年度のスケジュール（案）

実施校授業準備

平成25年7月～平成25年8月

平成25年7月31日

第8回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（取組方針）

平成25年度 実施校との調整
・学年（低・中・高）毎の組み込む教科単元、学習項目、学習教材の検討

平成25年5月～6月

平成25年12月中（予定）

平成25年度

平成25年9月～11月

モデル授業実施・効果検証

平成26年3月（予定）

第9回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会（年度報告）

広報等今後の展開方策検討

教材等の見直し検討

３カ年事業の総まとめ

仙台市における交通環境学習の展開

平成25年12月
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これまで実施のご協力を頂いた、「鶴巻小学校」と「虹の丘小学校」に引き続き
ご協力頂けることになりました。

平成25年度の実施小学校について

低学年 中学年 高学年

鶴巻小学校 － 4年生 －

虹の丘小学校 2年生 － 6年生

昨年度鶴巻小4年生の授業風景 昨年度虹の丘小5年生の授業風景

6

平成25年度の低学年の取り組み

虹の丘小学校２年生

低学年の目標 学習計画（案）

 公共交通を身近に感じる  ２年生の生活は「身近な施設を使う」こと
がねらい

 地下鉄を利用（黒松駅～富沢駅）して公
共交通を体感

 夏休み期間に計画を作成し協議
 10月には授業実施

学習計画（案）の方針

 実際に公共交通を利用する機会（体験）
を設ける

担当の先生の意見・要望

 公共交通が便利な校区ではなく、バスや地下鉄を利用しても便利さが実感しにくい。
 単に体験するだけでなく、遠距離を移動することで違いを体感できるようにしたい。
 効果測定のアンケートは基本的に昨年度のスタイル・実施方法で了解
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平成25年度の中学年の取り組み

鶴巻小学校４年生

中学年の目標 学習計画（案）

 公共交通でおでかけができる  社会科の学習の中で路線バス乗車体験
（ごみ処理場見学）も通じて公共交通の
長所・短所について考える

 ８月上旬までに計画を作成し協議
 ９月には授業実施

学習計画（案）の方針

 教材を活かした学習計画の検討

 座学だけではなく、実際に公共交通を利
用する機会（体験）を設ける

担当の先生の意見・要望

 葛岡ごみ処理場見学の往復で路線バス（貸切）を活用したい。
 仙台市の教材の活用の仕方を考えてみたい。
 効果測定のアンケートは基本的に昨年度のスタイル・実施方法で了解
 ただし、乗車体験の条件等でうまく効果を検証できない可能性もある。

8

平成25年度の高学年の取り組み

虹の丘小学校６年生

高学年の目標 学習計画（案）

 公共交通を賢く使える  理科の環境（大気）に関する学習の中で
実験と比較検討

 バスと自家用車を校庭で使用
 夏休み期間に計画を作成し協議
 ９月～10月には授業実施

学習計画（案）の方針

 移動と環境との関係を学習
 座学だけでなく、実験による学習

担当の先生の意見・要望

 理科で環境（大気）を学習するため、移動手段単独の環境（大気）影響を理解したうえ
で、使い方を工夫すると環境負荷が変えられることを学んでほしい。

 児童一人ひとりが環境への影響や効果を体感できるよう、実験を通じて学ばせたい。
 排気ガスに含まれる二酸化炭素量を児童に個別に計測させたい。
 効果測定のアンケートは基本的に昨年度のスタイル・実施方法で了解
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